老僧 (ろうそう)といへば、冥 (めい)府 (ふ)殿 (でん)の景 (けい)河 (が)和尚 (せう)も七十を越 (こ)した人であるが、見るからに迚も元氣なお爺 (じい)さんで、小僧 (ぞう)達とよく戯 (たわむ)れたり冗 (ぜう)談 (だん)をいつたりしてゐた。
私がこの寺 (てら)へ來て間もない或日、十數人の小僧 (ぞう)達が寺 (てら)の庭 (には)で、トンチキといふ遊 (ゆう)戯 (ぎ)に耽 (ふけ)つてきやつきゃつと騒 (さわ)い[で]ゐるのを見た私は、よせば好 (よ)いのに、
「君 (きみ)達はお念佛 (ねんぶつ)はそちのけにトンチキばかりやつてゐるか」
といつたものだ。
そしたら、長い杖に顎 (あご)を凭 (よ)せて立つて見てゐた意地惡 (わる)さうな一老 (ろう)僧 (そう)が、
「トンチキも禪 (ぜん)ですぞ。女遊 (あそ)びも三昧 (まい)境に入れば禪 (ぜん)ですぢや」
といふのであつた。私はこつん頂 (てう)門 (もん)に一痛棒 (つうぼう)を受けた形 (かたち)であつたが、それが後で景 (けい)河 (が)さんと解 (わか)つた。この和尚 (せう)さんは口癖 (くちぐせ)のやうに、どうも業障が取れなくて困 (こま)る。今生で悟 (さと)りを開くことなんかもう諦 (あきら)めた、などいつてゐる。もう七十三にもなつたからさういつてゐるのかもしれないが、始 (し)終 (じう)顔 (かほ)が赤いのから推斷 (すいだん)すれば、或は酒 (さけ)が止められないためかも知れぬ。「どうも下腹 (はら)が痛 (いた)うてな」と愚痴 (ぐち)をこぼすこともあるが、しかし決して屈 (くつ)託 (たく)顔 (かほ)をしたことがない。いつも朗らかで元氣だ。「冥 (めい)府 (ふ)十王 (おう)前日々無數拜 (はい)」で冥 (めい)府 (ふ)殿 (でん)の盧 (ろ)殿 (でん)をしてゐるから、閻魔 (ま)廰 (てう)が一寸も怖くないのだらうといつたら、とても愉 (ゆ)快 (かい)に笑 (わら)つてゐられた。
實際 (さい)坊 (ぼう)さんたちは若い時に念 (ねん)佛 (ぶつ)を唱 (とな)へて置 (お)けばその功徳 (どく)の定期 (き)預 (よ)金で後半生に多少 (せう)不 (ふ)しだらをしても極楽 (らく)往 (おう)生間違 (ちが)ひなしと信じてゐるらしかつた。それかあらぬか京城附近の坊 (ぼう)さんたちは、晩 (ばん)年は大概 (がい)おかみさんを探 (さが)したり酒 (しゆ)肉 (にく)を喰 (く)つたりしてゐる。自分でやるばかりでなく、酒 (しゆ)食 (しよく)をかしぐ商 (せう)賈を營 (いとな)んで平然たるものもある。「飲 (いん)酒 (しゆ)食肉 (にく)無妨 (ぼう)般若」の一句 (く)位 (くらい)は、皆 (みな)覺 (おぼ)えてゐるのだ。
これはあまり名譽 (よ)あることではない筈 (はづ)だから一寸名前は秘 (ひ)するが、ある老僧 (ろうそう)などは、五十過ぎまでは戒 (かい)行清淨 (ぜう)で名を謳はれたのであるが、金持のある檀家の後家さんと一緒になつて、今では一介 (かい)の資 (し)産 (さん)家になりすましてゐる。「貪 (どん)欲 (よく)坊 (ぼう)主」と他 (ほか)の坊 (ぼう)さんたちから惡 (あく)口 (こう)をいはれても平気で色事の話が出ると、齒 (は)の拔 (ぬ)けた口をもぐもぐさせながら仲 (なか)々よくしやべる、とても元気な老 (ろう)人だ。
ところが、私は或日朝早く散 (さん)歩 (ぽ)に出ると獨聖閣の前でしきりに合掌 (せう)禮 (らい)拜するものがあつた。はて今時殊勝 (せう)なと近づいて見たら、これはまたどうしたことか、例 (れい)の貪 (どん)欲 (よく)坊 (ぼう)さんがちやんと法衣 (い)に威 (い)儀 (ぎ)を正して、禮 (らい)拜をしてゐる[で]はないか。しからばこの老 (ろう)和尚 (せう)さん、案 (あん)外 (ぐわい)にも、羅睺羅尊 (そん)者のやうな密 (みつ)行家であつたか。下根 (こん)の衆 (しう)生のためにわざわざ貪欲 (どんよく)の相を示 (しめ)してゐる[、]いはゆる内秘 (ひ)菩薩 (さつ)行外現是聲聞ではないだろうかと、その顔 (かほ)をのぞき込まざるを得なかつた。
[bookmark: _GoBack]しかし何といつても、寂照 (せう)庵 (あん)の念佛 (ねんぶつ)行者こそ興 (こう)天寺随 (ずい)一の善 (ぜん)知識 (しき)でなければならないと私は感 (かん)心してゐる。私はこの和尚 (せう)さんの姓 (せい)も名も知らない。念佛 (ねんぶつ)を唱 (とな)へてゐるところをぢかに見たのが二回、墻の外 (そと)できいたのが數回、面 (めん)と向 (むか)つて話をしたのはたつたの一回に過ぎないが[、]どことなく煩惱 (のう)から離 (はな)れた行者のやうな感 (かん)じを與へるのであつた。年は六十三、家もなく、妻 (さい)子もなく、出家四十五年、念佛 (ねんぶつ)で通したといふ人だ。墨染 (すみぞめ)の衣 (ころも)に緋 (ひ)の袈裟をかけて太鼓を叩 (たゝ)きながらお念佛 (ねんぶつ)を唱 (とな)へてゐるところは、實に靜 (せい)寂そのもののやうで一點 (てん)の塵 (おり)をも止めて神々しさである。建庵 (あん)の念佛 (ねんぶつ)には熱誠 (ねつせい)の力がこもつてゐるが、この坊 (ぼう)さんの念佛 (ねんぶつ)はその境界 (かい)を通り越 (こ)した枯 (こ)淡 (たん)のやうであつた。惜 (おし)むらくは、この坊 (ぼう)さん、平常 (ぜう)の姿 (すがた)で人につき合ふときの威 (い)儀は建庵 (あん)よりもずつと落ちるやうに思 (おも)はれた。（『京城日報』1940年5月18日）

